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１２月の生産指数は、電子部品・デバイス工業などの上
昇により２か月連続で前月を上回っています。 

 
鉱工業生産指数は、2015年の生産水準を100として、その変化を表しています。  

  
１２月の輸出は、半導体等電子部品などの増加により８か月
ぶりに前年を上回り、高水準で推移しています。 

 

  
１２月の百貨店・スーパー販売額は、消費税率引上げに
伴う駆け込み需要の反動減などから、３か月連続で前年
を下回りました。 

 

  
１２月の有効求人倍率は1.55倍で、前月を0.04ポイント上回
りました。 
 

 
「仕事を探している人の数」に対する「企業の求人数」の割合が有効求人倍率です。 

  １．００倍より大きいと、人手不足を表します。 

   
 
○IMFは、「新型肺炎の感染拡大により、世界経済が短期的に減速する可能性がある」と表明し、中国だけでなく、日本など

周辺国の経済下押しリスクに警戒感を示しています。特に「観光」や「生産」の面での影響が心配されます。 

○本県では、外国人入国者のうち2～3割を占める中国国籍をみると、クルーズ船による入国者（船舶観光上陸者）が多く、

中国からの団体旅行が中止されるなど観光業への影響が懸念されます（図表１）。 

○また、本県の輸出総額の３割を占める自動車の輸出額は、中国向けがこのところ増加しており、中国市場の重要性が増して

います。また、自動車部品の輸入先では中国が3分の1を占めており、一部の企業で生産停止を行うなど、自動車産業への

影響の拡大も懸念されます（図表２、３）。 
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クルーズ船のシーズンは夏場で、

通常入国者は2万人前後で推移。 

中国向け輸出額（2019年）は、自

動車輸出額全体の37.8％、米国と

合わせて、66.7％を占める。 

中国からの自動車の部分品の輸入額（2019

年）は、日本全体で3285億円となってお

り、福岡県分は585億円で全国の17.8％を

占めている。 


